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宮国保運協第 号  

令和４年２月 日  

 

宇都宮市長 佐 藤 栄 一 様  
 

宇都宮市国民健康保険運営協議会  

会 長 塚 田 典 功     

 

 

国民健康保険税の税率の見直し等について（答申）  
 

令和３年７月２１日付け宮保年第１１４３号により諮問の

ありました標記の件につきまして，本協議会を開催し，関係資

料に基づき慎重に協議した結果，結論を得ましたので答申いた

します。  

（案）

資 料  
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答申に当たって 

 

 国民健康保険（以下「国保」という。）については，被保険者の高齢

化や医療技術の高度化などにより１人当たりの医療費が増加する傾向

にある一方，被保険者には国民健康保険税（以下「保険税」という。）

の負担能力の低い無職者や低所得者が多いことから財政基盤が脆弱で

あるという構造的な問題を抱えており，多くの市町村において厳しい

財政運営を余儀なくされている。 

 

こうした中，宇都宮市においては，国保事業の安定的な運営を図る

ため，「第２次宇都宮市国民健康保険経営改革プラン」に基づき，保険

税収納率の向上や医療費の適正化に向けて，各種施策・事業を計画的

かつ着実に取り組むことにより，一定の成果をあげているところであ

るが，より一層の経営努力に取り組む必要がある。 

 

今般，本協議会は，保険税の税率の見直し等について市長から諮問

を受け，これまで計３回の協議会を開催し，国保の財政健全化に向け

た今後の取組，また，被保険者を取り巻く状況等を勘案し，保険税の

税率などについて慎重に議論を重ねてきたところであり，その意見を

集約し，次のとおり答申する。 
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１ 財政健全化策について  

国保財政の健全化に当たっては，保険者である宇都宮市自らが積

極的に経営努力を行い，財政健全化策をこれまで以上に推進するこ

とが肝要であることから，「第２次宇都宮市国民健康保険経営改革プ

ラン」に掲げた施策について，現状分析を十分に行いながら，実効

性のある取組を実施されたい。 

特に，保険税収納率の向上については，保険税負担の公平性と財

源の確保のため，これまで実施してきた口座振替の加入促進などの

各種施策を確実に推進するとともに，預貯金調査の電子化などによ

る財産調査の強化や，徴収業務の体制強化を図るなど，収納対策の

強化に努められたい。 

また，医療費の適正化については，生活習慣病の早期発見・早期

治療を図るため，ＡＩを活用した特定健診の受診勧奨などを継続す

るとともに，糖尿病の発症予防・重症化予防を図るため，医療機関

への受診勧奨を強化するなど，被保険者の健康の保持増進により，

１人当たり医療費の増加抑制に努められたい。 

 

２ 保険税の税率について 

   見直しの対象期間について 

   保険税の税率の見直しについて，宇都宮市では被保険者の生活

の安定を確保し，国保事業の安定的な運営を図るため，基本２年

ごとに見直しを行っており，今年度は令和４年度及び令和５年度

の保険税の税率について検討を行うところであるが，今後の新型

コロナウイルス感染症の動向や経済・雇用情勢によって被保険者

が受ける影響について２年間見通すことは困難なことから，この

度の保険税の税率見直しにおいては令和４年度のみを対象とし，

令和５年度の保険税の税率については，令和４年度に改めて検討

することが適当である。 

 

   税率の見直し等について 

国保事業に必要な財源については，国・県・市からの公費と保 

  険税で賄うことが基本であるが，現状では，新型コロナウイルス

感染症による景気悪化の影響等により令和３年度保険税課税にお

ける被保険者１人当たりの所得が減少し，それに伴い所得に対す

る保険税負担の割合が増加していることや，経済回復に向けた動

きはあるものの，現時点では先行き不透明であり，被保険者に更
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なる負担を求める状況にないことから，令和４年度の保険税の税

率については現行どおりとし，保険者の責めに帰さない要因によ

る財政負担に対しては，一般会計からの繰入（財政安定化支援事

業分）を令和４年度においても実施することが適当である。 

 

３  保険税の課税限度額について 

保険税の課税限度額について，宇都宮市においては，現在，地方

税法施行令に定める上限額と同額としているところであり，令和４

年度税制改正に伴う政令の改正により，上限額の引上げが予定され

ていることから，政令が改正された場合は，令和５年度の保険税の

課税限度額について検討することが適当である。 
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宇都宮市国民健康保険運営協議会開催経過 

 

 

１  令和３年度第１回運営協議会（書面開催） 

（令和３年７月２９日～８月１２日） 

  令和２年度国民健康保険特別会計の決算状況(見込み)について 

  令和３年度国民健康保険特別会計当初予算の概要について 

  令和２年度国保アクションプランの主な取組実績と令和３年度

国保アクションプランの主な取組について 

  令和３年度国民健康保険税の課税状況について 

  令和３年度新型コロナウイルス感染症に係る国民健康保険の取

組について 

 

２  令和３年度第２回運営協議会 

（令和４年１月１３日） 

  国民健康保険税に係る制度改正について 

  国民健康保険税の税率等の見直しについて 

 

３  令和３年度第３回運営協議会（書面開催） 

（令和４年１月２７日～２月３日） 

  答申書(案)について 
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